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篠
田
桃
紅
美
術
空
間

お
知
ら
せ

か
ら
の

　

２
０
１
３
年
３
月
、
日
本
を
代
表
す
る

墨
象
作
家
・
篠
田
桃
紅
は
、
１
０
０
歳
を

迎
え
ま
す
。
１
９
１
３
年
中
国
大
連
に
生

ま
れ
、
父
に
書
を
学
び
、
は
じ
め
書
家
と

し
て
出
発
し
ま
し
た
が
、
約
束
事
の
多
い

書
や
文
字
に
表
現
の
限
界
を
感
じ
て
い
た

桃
紅
は
、
１
９
５
６
年
か
ら
約
２
年
間
渡

米
し
ま
す
。
そ
の
２
年
間
は
、
桃
紅
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
帰
国
後
、
作

品
は
抽
象
表
現
へ
と
展
開
し
、
墨
を
使
っ

た
独
自
の
表
現
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
し

た
。
全
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
、
日
本
国

内
で
精
力
的
に
個
展
を
開
催
し
、
現
在
も

世
界
中
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
桃
紅
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
、

桃
紅
の
本
籍
地
で
あ
る
岐
阜
で
、
関
市
立

篠
田
桃
紅
美
術
空
間
、
岐
阜
現
代
美
術
館
、

岐
阜
県
美
術
館
、
岐
阜
市
内
画
廊
の
４
会

場
に
て
桃
紅
展
を
開
催
し
ま
す
。
各
館
の

所
蔵
作
品
を
中
心
と
し
て
、
初
期
か
ら
新

作
ま
で
、
年
代
ご
と
に
テ
ー
マ
展
示
を
し

ま
す
。

　

篠
田
桃
紅
美
術
空
間
で
は
、
２
０
１
２

年
制
作
の
白
寿
作
品
を
初
展
示
し
ま
す
。

１
９
９
０
年
代
か
ら
近
作
ま
で
、
エ
ッ
セ

イ
や
写
真
と
合
わ
せ
て
展
示
し
、
墨
に
生

き
る
桃
紅
の
作
品
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
見

つ
め
ま
す
。

◆
会
期
…
１
月
８
日
（
火
）
～
５
月
19
日

（
日
）（
前
期
：
３
月
24
日
（
日
）
ま
で

後
期
：
３
月
26
日
（
火
）
か
ら
）

◆
入
館
料
…
高
校
生
以
上
３
０
０
円
、
中

学
生
以
下
無
料

◆
休
館
日
…
月
曜
日
（
休
日
を
除
く
）、

休
日
の
翌
日
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

た
だ
し
１
月
14
日
、
２
月
11
日
、
４
月

29
日
、
５
月
６
日
は
開
館

◆
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

○
作
品
鑑
賞
会
「
今
月
の
１
点
」　

１
月

12
日
（
土
）、
２
月
９
日
（
土
）、
３

月
９
日
（
土
）、
４
月
13
日
（
土
）、

５
月
11
日
（
土
）
い
ず
れ
も
午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分　

※
申
し
込
み

不
要

○
コ
ン
サ
ー
ト　

山
本
裕
康
チ
ェ
ロ
・
リ

サ
イ
タ
ル　

３
月
17
日
（
日
）
午
前

11
時
～　

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

○
墨
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅰ　

３
月
23
日

（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午
（
わ
か

く
さ
プ
ラ
ザ
）
※
事
前
申
し
込
み
が

必
要

広報せき 2013.1.1

男女共同
参画社会

と女 男
ひとひと

女 男
ひとひと

【
照
会
先
】
篠
田
桃
紅
美
術
空
間
（
市
役
所
７
階
）
☎
23
―
７
７
５
６

篠
田
桃
紅
芸
術
月
間
２
０
１
３

「SHINODA ToKo 100 years  

篠
田
桃
紅 

百も
も

の
譜
」展

　“さんかくエッセー ”のコーナーが100回を迎えました。この100回目を締めくくりとして、さんかくサポー
ターから男女共同参画に対するメッセージをいただきました。家庭や職場、地域などで「誰もがいきいき
と参画できる社会づくり」を目指して活動しているサポーターの思いをご紹介します。
・誰でも努力すれば分かり合える。一度参画してみよう。　＜Ｋ＞
・男だから、女だから、決めつけない考え方をしましょう。　＜Ｍ＞
・「女だから食事の準備するのが当たり前」といわれる社会を変えましょう。　＜Ｆ＞
・少しの思いやり、気くばりで「共同参画」を実践しましょう。　＜Ｎ＞
・ともに助け合い、家族の和を大切にしていきます。　＜Ｈ＞
・身近な所で少しずつ参画が進んでいるように感じます。ますます住みよい社会になることを祈っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Ｓ＞
・さんかくサポーターになって非常に多くのことを学びました。少しは変わったかな、と実感しています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜Ｊ＞
・男女が互いに尊重し、参画社会を築きましょう。　＜Ｇ＞

　男性も女性も互いを理解して、あらゆる分野で活躍できるよう、今後も活動を続けていきます。

さんかくサポーター

「男女共同参画社会の実現へ」vol.100（最終回）

照会先 さんかくサポーター事務局（市民協働課内）☎ 23-6831

篠田桃紅　2010 年撮影


